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1.本誌は、物性の研究を共同で徒進するため、明究者がその研究・意見を自由に発表し

討論しあい、また、研究に関連した靖報を交換しあうことを E的として、毎丹 1[8]編

集・刊行されます。掲載内容は、研究論文、研究会・国際会議などの報告、講義ノー

ト、研究に関連した諸問題についての意晃などです。

2. 本蕗に投稿された論文については、京別として審査は行いません。但し、編集委員会

で本誌への掲載が不適当と判断された場合には、改訂を求めること、または掲載をお

断りすることがあちます。

3. I物性研究」に掲載される論文の著作権辻、物性萌究刊行会に掃属することとします。

恒し、著者が著作物を使用することをさまたげるものではありません。

4. 本誌の論文を欧文の論文中で引思する時には、 BusseiKenkyu 90 (2008)， 1.のように

引用して下さい。

[原種作成要領]

1.原稿は、原則として日本語に限ります。

2. 投稿原稿は 2部提出して下さい。 告し、研究会報告は l部で結構です。

3.周刷を希望の場合は、投稿の際に、 50部以上 10部単位で、注文部数・期制送村先・

請求先を明記の上、お申し込み下さいっ間期代金については、刊行会までお問い合わ

せ下さい。

4. 原則として写真製販でそのまま印崩されますので、以下の点に注意して原稿を作成し

て下さい。

1)用紙は A4を縦に捷居。(印刷は B5になります。縮小率86%)

2)マージンは、上下各約 3cm、左右各約 2.5cmo1ページに本文 34行、 1行に全

角文字で 42字程度にして下さい。

3)第 1ページは、タイトルはセンタリング、所属・氏名は右寄せにして、本文と

の関に受理日を入れるので、余白を少しあけて下さい。

4)冨や表は本文中の該当個所に貼持込み、国の下にキャプションを付けて下さい0

5)体裁については、上記は一応、の目安ですので、多少の違いがあってもかまいま

せん。

5. 研究会報告の作成要領については、物性研究ホームページをご覧いただくか、刊行会

までお問い合わせ下さい。

干606-8502 京都市左京亙北白川追分町

京都大学湯川記念館内

物 性 研 究 刊 行 会

Tel. (075) 722-3540， 753-7051 

Fax. (075)722-6339 

E四mail busseied@yukawa.kyoto-u.ac.jp 

URL http://www2.yukawa.kyoto-u.ac.jp/-busseied/ 
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掲示板

実「修士論文J募集女

本誌では、各大学の物性卦野の修士課程修了者の研究内容を紹介しています。 本年も 2009年

度の修士論文を募集します。学括的Lこ極値の高いもの、研究内容がユニークで面白いもののほか、

研究は完成していないが今後に興味ある問題提起を含むものや、レビュー的な力作急ど、特色の

ある修士論文を投稿して下さい。

本詰に掲載されれば、全国の大学国書舘で貴修士論文を開質することができるようになります。

また、本誌は、国立構報学研究所の CiNiiで、創刊号からの電子版アーカイブ老公開しています9

http://ci.凶.ac.jpjvoLissuejnelsjAN0021948X_jp.html 

発行後5年は存料台関ですが、 5年経過すれば、無料で誰でも見られます。貴諺士論文も、掲載後

は、 CiNiiで公開され、オンラインで見られるようになりますむ奮って、ご応募ください。お待ち

しています。

1 .募集棒切: 201 0年3月31日〔京) [緯切巌守 J

2. 自薦、他薦は間いません。

3.論文のコピーを2部下記宛にお送り下さい。

4. 4月以降の連絡先を明記して下さいo (E-mailアドレスはおずご記入下さい0)

積極的な投稿を歓迎しますが、揚義の可否については編集委員会にごー在下さい。 例年、判断

基準として、論文の内容および分野関のバランス等を考意しています。掲載が決定した論文につ

いては、以下のような対応を取らせていただきますむ

1 .原民として、英文の修士論文は吾本語に訳していただきますc

2.枚数の多いものは、簡潔な内容に縮めていただく場合や、写真印剰の都合上、捧裁を整

えていただく場合があります。

3.現在のところ、本誌はカラー印棋はできません邑カラー国販をご自分のホームページに

置いていただければ、「物性研究Jのホームページからリンクをはることができます。

また、図を他の印刷物から転載している場合辻、転載の許諾を著者ご自身にお顔いする

ことになります。

4.修士論文の著作権が、所属大学にある場合は、本誌に掲載することを届けて、許可を得

てくださいロ

5.掲載された論文の著者には、別艇の体裁の論文 PDFと掲載号を寄贈します。

[問合せ&送付先]

〒 606-8502 京都市左京区北白川追分町京蔀大学湯川記念鰭内

物 性 研 究 刊 行 会

Tel: (075) 722-3540ぅ753-7051 Fax: (075) 722-6339 

E-mail: busseied@yukawa.kyoto-u.ac.jp 

じRL: http://www2.yukawa.kyoto-u.ac.jp/-busseied/ 
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編集後記

民主党が政権をとってから，日本の科学，大学をとりまく環境も大きく変わろうと

している.今年度の補正予算・最先端研究開発支援プログラム(いわゆる 2う700信円

フ。ロジ、ェクト〉は，選挙前後の駆け込みで採択決定がなされたこととるわせ，その審

査過程が問題視され，結局，支援額の大幅削減となった.来年度予算の事業仕分けは，

次世代スーパーコンピューター， SPring-8から学校の理科教育;こいたるまで，あらゆ

る科学技術関連事業が大幅に削減される見通しとなっている.例えば， SPring-8の予

算があれだけ削減されると，来年度ビームがでるのかどうか 1ユーザとしては非常に

心配になる.各事業にはいろいろな正と負の要素があり，他の事業とも護雑に絡み合っ

ているので，単純にここだけばさっと切れば良いという問題ではない.事業社分けの

やり方自体には議論の余地はあると思うが，一方でこれまで科学行政には大きな無駄

があったことも明らかな事実であるので，今後，これが転機となって良い方向に進む

ことを望む.

今回の一連の報道で感じたことは，政治家，ジ、ャーナワスト，一般市民が科学のこと

を普段から全く意識していないことである，今回の件で，ボスドクの報じられかたは

ひどいと思った.ノーベル賞受賞者や大学の学長らが一斉に反発する声明を発表して

いるが，このような撞い学者ゃそうでない学者も普段から受け身ではなくこちらから

転える必要，訴える品要があると思う.身近なところでいえば，新関記者が大学〈院)

入試の間違いをなぜ必死に載せるのか，これは「学者泣，そして科学は必ず正しいJ

と思い込んでいるからではないか.新罰社には，科学担当の記者がいるが，数学から，

化学，宇宙，生命まで全ての分野を担当しないといけないため，実は驚くほど科学の

知識はない.某全自紙の科学記者に「“イオン"って高校のとき以来， 10年ぶりに間

いたJと言われ関口した.大学も独法化してからキャンパスを一般市民に開放すると

ころも増えているが，真に開放するためにはより一層の努力が必要で、あろう.

(産交夕、イマー)
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会員規定

個人会員

1.会費:

当会の会費は前納申jに会っています。したがって、 3丹末までに

次年度分の会費をお振込み下さいG

年会費 9，600F9 
1st V olume (4 丹号~9 月号〉

2nd Volume (10月号~3 月号〉
振替用紙は毎年 2月号にとじ込んでありますc 振替思紙が必要な

場合は、下記までご請求下さいc 郵便局の用紙でも結構ですc 通

信構に送金内容を必ず明記して下さい。

郵便振替口座 01010-6-5312 
2 送本中止の場合:

送本の中止は年度の切れEしかできません。次の年度よち送本

中止を希望される場合、できるだけ早めにご連絡下さいc 中主の

連絡のない限り、送本は自動的に継続されますのでご注意下さ

しミ。

3. 送本先変更の場合:

住所、勤務先の変更などにより、送本先がかわる場合は、すぐに

ご連絡下さい。

4. 会費i帯納の場合:

正当な理由なく 1年以上の会費を滞納された場合は、送本を停止

することがあちますので、ご注意下さい。

機関会員

1.会費:

学校、研究所等の入会、及び留人でも公費払いのとき辻機関会員

とみなし、年会嚢 19，200円です。学校、研究所の会費の支払い

は、後払いでも結構です。申し込み時に、支払いに書類(語求、

見積、約品書)が各イ可通必要かをお知らせ下さいc 当会の請求書

類で支払いができない場合は、貴校、貴研究所の請求書類をご送

付下さい。

2. 送本中止の場合:

送本の中止は年度の切れ目しかできません。次の年度より送本

中止を希望される場合、できるだけ早めにご連絡下さい。中止の

連絡のない隈り、送本は自動的に継続されますのでご注意下さ

し'0

雑誌未着の場合:発行日より 6ヶ月以内に下記までご連絡下さい。

物性萌究刊行会

〒606-8502 京都市左京亙北白川追分町 京蔀大学湯舟記念館内

電話 (075)722-3540， 753-7051 
FAX (075) 722-6339 
E-mail busseied@yukawa.kyoto-u.ac.jp 
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